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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策などの効果に

より、雇用・所得環境の改善が見られ、緩やかに景気回復の動きが見られました。 

しかしながら、消費者マインドの低下や海外景気の下振れが、引き続き我が国の景気を下押

しするリスクとなっており、不透明な状況で推移しました。 

物流業界におきましても景気の回復基調のなか、国内貨物輸送量が増加傾向にありましたが、

車両及びドライバー不足等の課題を抱え、引き続き厳しい経営環境下にあります。 

このような状況下、当社グループにおきましては、営業力強化による売上増大と業務効率化

に努めてまいりました。 

貨物自動車運送事業における前連結会計年度の中津事業所業務受託終了による減収及び主

要取引先の輸送数量減少、港湾運送及び通関事業における主要取引先の輸出取扱量の減少もあ

りましたが、ドラム缶等販売事業における再生缶の販売数量増加による増収、石油販売事業に

おける販売数量増加による増加、倉庫事業における主要取引先変更及びスポットによる取扱量

の増加、タンク洗滌・修理事業における工事受注件数増加による増収などにより、売上高は

6,822 百万円と前年同四半期と比べ 101 百万円（1.5％）の増収となりました。 

次に損益面につきましては、タンク洗滌・修理事業における競争入札等の影響による利益率

の低下もありましたが、原油価格の下落による燃料費の減少、賃借料・減価償却費等の削減に

より、営業利益は 87 百万円と前年同四半期と比べ 45 百万円（106.8％）の増益となりました。

また、持分法適用会社の業績改善などにより、経常利益は 117 百万円と前年同四半期と比べ 76

百万円（182.8％）の増益となり、四半期純利益は 72 百万円と前年同四半期と比べ 61 百万円

（557.9％）の増益となりました。 

 

   なお、セグメントの業績は次のとおりであります。 

（イ）石油・ドラム缶等販売事業 

      石油販売においては、販売数量の増加により増収、ドラム缶等販売においては、再生

缶の販売数量増加により増収となりました。また、ドラム缶等販売における再生缶仕入

単価の上昇などもありましたが、石油販売における人件費の削減もあり、結果として、

売上高は 2,965 百万円と前年同四半期と比べ 161 百万円（5.7％）の増収となり、セグ

メント利益（営業利益）は 53 百万円と前年同四半期と比べ６百万円（11.8％）の増益

となりました。 

（ロ）貨物自動車運送事業 

      前連結会計年度の中津事業所業務受託終了の影響及び主要取引先の輸送数量減少に

より減収となりました。また、原油価格の下落による燃料費の減少、営業車両賃借料・

減価償却費等の削減等により、結果として、売上高は 2,412 百万円と前年同四半期と比

べ 72 百万円（△2.9％）の減収となり、セグメント利益（営業利益）は 134 百万円と前

年同四半期と比べ 12 百万円（9.6％）の増益となりました。 

（ハ）港湾運送及び通関事業 

      主要取引先の輸出取扱量減少により減収となりましたが、事務の効率化に努め、結果

として、売上高は 342 百万円と前年同四半期と比べ 29 百万円（△7.8％）の減収となり、

セグメント利益（営業利益）は 29 百万円と前年同四半期と比べ４百万円（15.8％）の

増益となりました。 
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（ニ）倉庫事業 

      主要取引先変更による取扱量の増加及びスポット保管により増収となりました。また、

賃借料を中心とした原価の減少等により、結果として、売上高は 395 百万円と前年同四

半期と比べ 13 百万円（3.4％）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は 80 百万

円と前年同四半期と比べ 41 百万円（104.3％）の増益となりました。 

（ホ）タンク洗滌・修理事業 

      工事受注件数の増加により増収となりました。また、競争入札等の影響による利益率

の低下等により、結果として、売上高は 708 百万円と前年同四半期と比べ 28 百万円

（4.1％）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は 27 百万円と前年同四半期と比

べ７百万円（△19.6％）の減益となりました。 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、平成 26 年 11 月７日発表「業績予想の修正に関するお知らせ」

記載の業績予想に現時点で変更はありませんが、主要取引先の動向、原油価格の推移など、先

行きの見通せない状況となっている事から、今後の動向を引き続き精査し、必要となりました

場合には修正いたします。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

行税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。 

    ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる

場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  会計方針の変更 

  （退職給付に関する会計基準等の適用） 

    「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職

給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第 25 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基

準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結

会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の算定方法を変

更いたしました。 

    退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱

いに従って、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の算定

方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

    この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 68,998 千円増加し、

利益剰余金が 44,752 千円減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益及び

セグメント情報に与える影響は軽微であります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 26 年４月 1 日  至 平成 26 年 12 月 31 日） 

該当事項はありません。 
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